
 

 

 

 

２０１１年度テニュアトラック教員着任セミナー 

日時：２０１１年５月１２日（木） 17:00〜18:00 
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講演要旨１ 

「運動学習プロセスの柔軟性」 

創造科学技術研究機構 医学部門 

准教授 加藤 明 

 

ヒトの脳には１０００億を超える神経細胞があると言われており、実にその７割は「小さい

脳」小脳が有している。小脳は運動機能制御の中枢であり、特に運動学習における役割につい

て古くから研究が行なわれているが、その詳細はまだ不明な点が多い。運動学習はトレーニン

グにより運動出力が変化するプロセスであり、そのメカニズムを解明することにより、運動疾

患治療・リハビリテーション・ロボット開発等への貢献が期待される。 

小脳は、構成する神経細胞の種類の少なさやその構造の均一性から、機能もシンプルである

事が想定されてきた歴史があり、小脳依存的な系は単一のメカニズムで動いているモデルが提

唱されてきた。しかし、脳切片を用いた近年の研究により、実は小脳も他の脳領域と同様、多

様なメカニズムを内包していることが明らかとなってきた。分子・細胞レベルで得られた知見

を個体レベルに適用するには、定量性が高く、遺伝子から神経回路、行動に至るまで異なるレ

ベルでのアプローチが可能なアッセイ系の確立が必須である。本セミナーでは、サカナからヒ

トまで種を越えて保存されている反射性眼球運動の一つである前庭動眼反射の運動学習に焦点

を当て、状況の変化に柔軟に対応する小脳の機能について、本講演者の最近の研究結果を中心

にお話ししたい。また、４年前に開発され、現在大きな注目を集めている新技術 Optogenetics 

について、本講演者の研究計画の一端と共に御紹介したい。 



 

「心臓幹細胞と再生」 

創造科学技術研究機構 医学部門 

特任准教授   細田 徹 

 

 従来、心臓は終末分化臓器と見なされ、心筋細胞は生後まもなく分裂能力を

失い、同じ細胞が個体の死まで生き続けると信じられてきた。ところが最近、

哺乳類の心臓に、皮膚等と同様に組織幹

細胞、即ち心臓幹細胞 (Cardiac Stem 

Cell; CSC)が存在することが示された。

幹細胞因子の受容体 c-kit を発現する

CSC は、心臓ニッチ(niche)と呼ばれ

る構造内に格納され、刺激により増殖

し、心筋細胞・血管平滑筋細胞・血管

内皮細胞に分化する能力を持つ。こう

して、心臓も古い細胞が順次新しい細

胞で置き換えられていくダイナミッ

クな臓器であることが明らかになっ

てきた。 

 こうした発見は、生物学の定説を覆

したのみならず、CSC の再生能力を

利用した、全く新しい心疾患治療への

道を拓く契機となった。 

 本講演では、ヒト CSC とニッチの

特徴、心筋細胞の再生と加齢の影響、

CSC の応用可能性に焦点を当てて、

議論を進めたい。 

講演要旨２
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